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Cefroxadine (CGP-9000)の 臨床的 研究

鈴 木 康 稔 ・山 作 房 之 輔

水 原郷病 院 内科

新経口セファロスポ リン剤であるCefroxadine (CGP-9000, CXD)を 水 原 郷 病 院 の 患 者3名

(急性扁桃炎1例,急 性膀胱炎1例,急 性腎孟腎炎1例)に 用いて臨床効果を検討 した。本薬剤は食

事の影響をほ とん ど受けない といわれ ることか ら,1回500mg 1日3回 食後投与を原則 とした。

急性扁桃炎の1例 は β-streptococcusが分離 されたが,投 与5日 目で 菌は消失 し,咽 頭痛 ・咽頭

発赤 ・扁桃膿栓も消失 して有効であ った。急性膀胱炎の1例 はStaph. epidermidisを 起炎菌 とす

るが,投 与5日 目で菌の消失 ・排尿痛が消失 し有効であ った。急性腎孟腎炎の1例 は基礎疾患に胃

癌があり,膀 胱カテーテル使用例 で,Klebsiellaを 起 炎菌 とするが,薬 剤投与によ り尿中細菌の消

失および下熱を認め有効 と判定された。 しか し投与前21で あ ったGOTが 投与4日 目には41に 上

昇,投 与終了時(8日 目)に は61に まで 上昇 し,し か も終 了1週 間後のGOTは29と 正常域にも

どった。基礎疾患による影響 も考え られ るが,他 の 併用 薬には変更や 中 止が ない ことか ら,こ の

GOTの 上昇 は本薬剤による副作用が疑われる。他の2例 において は特に副作用は認められなか っ

た。

Cefroxadine (CGP-9000, CXD)は1972年 ス イ ス

CIBA-GEIGY社 のR. SCARTAXXINIら に よ り 合 成 さ

れた経 口Cephalosporin系 抗生 物 質 で,種 々 の 置 換 基

を検索 した結果,3位 に メ トキ シ基 を導 入 した こ と に よ

り既存 の経 口 セ ファ ロスポ リ ンよ りさ らに 有 効 で,か つ

毒性の弱い もの とされ る1)～4)。私 た ち も この薬 剤 を 使 用

する機会 を得た ので こ こに報 告 す る。

1. 対 象

対象患者 は,昭 和53年7月 か ら8.月 に か け水 原 郷病 院

で取扱 つた外来 患者2例,入 院 患者1例 の計3例 で,男

性2例,女 性1例,年 令 は21才 か ら71才 にわ た る。

症例 の内訳 は急性 扁桃 炎1例,急 性 膀 胱炎1例,急 性

腎孟腎 炎1例 で,そ の うち急性 腎 孟 腎 炎 の1例 は 基礎 疾

患と して 胃癌 を 合併 してい る。

以上3例 はい ずれ も原 因 菌 と考 え られ る菌 を 分離 して

おり,分 離菌 はそ れ ぞれ β-streptococcus, Staph. epider-

midis, Klebsiellaで あ った。

II. 投与量 ・投与方法

3例 とも1回 量0.59,1日3回 の投与を行な った。投

与日数は5～9日 にわた り,総 投 与量 は7.5g～13.5g

であった。投与はすべて内服で食後投与を原 則とし,ま

た他の抗菌製剤の併用 例はなか った。

III. 成 績

効果の判定は,原 因菌の判明 してい る場合 はその消長

を加味 し,外 来患者につ いては主 に臨床症状の推移をま

た入院患者につ いては臨床症状と検査所見の推移か ら著

効Excellent,有 効Good,や や有効Fair,無 効Poorに

判定 した。

結果 はTable 1に 示 したとお りで,3例 に使用 しい

ずれも有効 とい う結果を得た。

症例1は 急性扁桃炎例で,頭 痛 ・嘔気を訴えて来院。

扁桃腺の腫大 ならびに 左扁桃腺への 膿の 付着 を 認め,

咽頭培養で β-streptococcusが分 離 されたが,本 剤1日

1,500mg 5日 間の投与で 菌は消失 し,臨 床所見 ならび

に自覚症状 も改善 し有効 と判定 した。

症例2は 急性膀胱炎例で排尿痛を訴えて来院。中間尿

培養でStaph. epidermidis 106/mlを 証 明 し,尿 中白血

球 も13～15/Fと 多 く認められたが,本 剤1日1,500mg

9日 間の投与で菌 は 陰性化 し,尿 中白血球数も5～7/F

に減少 しまた 自覚症状 も消失 した。

症例3は 基礎疾 患と して胃癌の頸椎転移があ り,そ れ

による横断性脊髄傷害症状があるため,歩 行障害 ・膀胱

・直腸障害を伴 う症 例で,尿 道 カテーテル使 用 例であ

る。尿培養 でKlebsiella 107/mlを 証 明 し,発 熱 ・臨床

所見などか ら急性腎孟腎炎と診断 した。本剤1日1,500
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Table 1 Clinical results of CXD

Table 2 Laboratory findings before and after treatment of CXD

B: Before, A: After

mg 8日 間の投与で 菌消失 し,下 熱 も認められたので有

効 とした。

副作用については悪心 ・嘔吐 ・発疹などの臨床的 な副

作用は1例 も認められなか った。投与前後の検査成績に

ついてはTable 2に 示 した。

症例1と2は 外来患者 であ るため,充 分な検査が行え

なか ったが,症 例3に おいては,RBC, Hbが それぞれ

402x104→330×104, 12.8g/dl→10.0g/dlと 一見 貧血

が出現 したよ うにみえる。 しか し投与終了後 もしばら く

検査成績 を追 いかけてみたが,Hbは ず っと10.0g/dl

前後にあ り,む しろ脱水症状によるHemoconcentration

によるものと考える。 またGOTが21→61と 上昇 して

いるが,投 与終了後1週 間目のGOTは29と 正常値 とな

った。投与期間中の併用薬剤 は抗癌剤の点滴静注,鎮 痛

剤の連 日筋 肉 内投 与が行われてお り,そ れ らの薬剤に

よるGOT上 昇 も否定 できないが,そ れ らの併用薬は

投与 期 間 中変 更などない ことか ら,こ のGOT上 昇は

CXDの 副作用 と しての疑いが持たれ る。

IV. 考 案

経口Cephalosporin剤 の 消化管か らの吸 収は 食事の

影響を受 けることがあ り,空 腹投与時と食後投与時では

血中濃度に差を生 じ,空 腹 時の血中濃度の方が高いこと

が多い。

しか るに実際臨床面に使 う場合,胃 腸症状などの副作

用 の出現,他 の併用薬剤 との関係か ら抗生剤の空腹時投

与のむずか しい例 も多 く,そ の結果食後投与を余儀なく

されているのが現状であ る。

CXDは 食事の影響 をほとん ど受 けない薬剤であると

いわれる。 私 どもは,CXDを すべての症例に対し1日

1.500mg1日3回 食後 を原則に 投与 した。その結果は

3例 に使用 しいずれも有効 とい う結果であった。特に症

例3は 癌末期の患者 であまり全身状態 もよくはなかった

が,食 後投与で有効 との結果が得 られたことは本剤の有

用性を物語るものである。

副作用 としてはあ まり重篤 なものはみ られず,自 覚的

な副作用は全 くみ られなかった。検査を行った範囲では

1例 にGOT上 昇を認めたが,投 与を中止するまでには

至 らず,投 与終了後にはすみやかに正常値に復した。

V. ま と め

CXDを 使用 し以下の結果を得た。

1) 臨床的に3例(急 性扁桃炎1例,急 性膀胱炎1例,

急性腎孟腎炎1例)に 使用 しいずれ も有効であった。
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2) 副作用 としては,自 覚的な ものは1例 もなか った。

検査成績では1例 にGOTの 上昇を認めてお り,CXD

による副作用が疑われた。
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CLINICAL STUDIES ON CEFROXADINE (CGP-9000)

YASUTOSHI SUZUKI and FUSANOSUKE YAMASAKU

Department of Internal Medicine, Suibarago Hospital

Cefroxadine (CGP-9000, CXD) a new oral cephalosporin antibiotic, has been investigated to give the fol-
lowing results.

As to the clinical evaluation, 3 patients with various infections (acute tonsillitis 1 case, acute cystitis 1 case,
acute pyelonephritis 1 case) were treated with CXD in daily doses of 1,500 mg for 5 to 9 days. Clinical
responses were good in all 3 cases.

No side effect was observed clinically. On the laboratory finding, GOT elevation was observed in 1 case.
However, it was returned to normal limit after completion of administration.


